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1. 以下の写真の地層は、砂から小礫の粒径サイズの丸みを帯びた粒子からな

る。この地層はどの堆積環境で形成されたであろうか。（正解；1 ポイント） 

 
a. 砂丘 

b. 河川 

c. 湖 

d. 海浜 

 

2. 地上風は気圧傾度力、コリオリの力、摩擦力の均衡の結果である。もし北

半球で地上風が西から東に吹いていたならば、気圧傾度力はどちらの方向を

指し示してしているだろうか。（正解；1ポイント） 
 

a.北東 

b.南東 

c.南西 

d.北西 

 

3. 地球の外核が液体であるとする証拠に対する正しい記述を１つ選びなさい。

（正解；1ポイント） 

a)  ある場所では、最初に到着した地震波は直接波ではなく屈折波である。 

b)  地震波シャドーゾーンがある。 

c)  S 波は震央の反対側には到達しない。 

d)  弱い P 波が P 波のシャドーンゾーンに認められる。 

 

 

30 cm 
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4. 次の図は地球の平均表面温度のある年に対する毎年の異常と 5 年移動平均

異常温度を表している。緑の線はエラーバーである。地球の温度はこの 15 年

間比較的安定している。地球の温暖化が停滞していることの原因を表してい

る文章を１つ選べ。（正答＝1点）  

 
 

a) 水蒸気の量が増え、巻雲が増えたため 

b) 対流圏のオゾン濃度が増加したため 

c) 黒点の数が増えたため 

d) ラニーニャ現象の頻度が増えたため 

 

5. ビッグバン理論によれば、宇宙が高密度状態から拡大したのは約何年前か。

（正答＝0.5 点） 
 
 

a) 130  x 10
6
  

b) 1.3   x 10
9
  

c) 13.8 x 10
9
   

d) 138  x 10
9
 

 

6. 岩石の流動性質（応力に対する岩石の反応）に基づく地球内部を通る地震

波の研究からわかることを、以下の記述から１つ選べ。（正答＝1点）  
 

a) アセノスフェアはマントル中に存在して、半流動体の振る舞い（塑性

変形）をするので、上部のリソスフェアが動く。 

b) 地殻が球体ジグソーパズルのようにいくつかに分割しているというプ

レートテクトニクスの理論。 

c) 地殻とマントルの上部が塑性変形するアセノスフェアを構成している

こと。 

d) プレートは地殻とマントルで構成され、それぞれのプレートが液体の

外核の上に浮き、動いていることを明確にした。 
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7. 下の図は二種類の低気圧を表している。以下の文章のうち最適なものを１

つ選びなさい．(Correct answer = 1 point) 

 

 
図 1                                        図 2 

 

a) 図 1の低気圧は冷たい熱帯海域上で形成される. 

b) 図 2の低気圧は凝結のエネルギーで形成される. 

c) 図１の低気圧は上方の空気の収束で形成される． 

d) 図 2の低気圧は異なる温度の空気塊の境界をもつ. 
 

8. CaCO3, CO2, H2O間の相互作用に関して正しく記述している語句を下の選択

肢からすべて選びなさい。 

(EACH correct answer = 1 point; EACH wrong answer = -1 point) 

 

a) 石灰岩の形成 

b) 石灰岩の溶解 

c) 大気、地圏の相互作用 

d) 生物圏、水圏、地圏の相互作用 
 

9. 星間空間に存在していた巨大分子雲の重力の乱れによって、太陽系が形成

されたのは何年前か答えなさい。 (Correct answer = 0.5 point) 
 

a)  46  x 10
6
  

b) 460 x 10
6
  

c) 4.6 x 10
9

 

d) 46   x 10
9
 

 

10. 鍾乳石の大規模な形成が起きたとしたら、その結果として起こることに関

して正しいものをすべて選びなさい。 

(EACH correct answer = 1 point; EACH wrong answer = -1 point) 

a) 現在の気候変動の加速 

b) 現在の気候変動の減速 

c) 海洋における石灰岩の形成速度の加速 

d) 海洋における石灰岩の形成速度の減速 



4 
 

11. 下の図は太陽放射（短波長）、地球放射（長波長）の年間の平均を示した

ものである。熱帯域では、地球に入ってくる太陽放射は、地球から出ていく

地球放射を越えている。したがって、エネルギーの余剰が存在している。高

緯度では、その反対のことが起きている。熱帯域の過剰なエネルギーは、地

球全体での熱収支が合うように極方向に移動する。 

次の表現のうちで、緯度方向のエネルギーのバランスのズレを解消するこ

とに寄与していないプロセスはどれか一つ選んで答えなさい。 

 (Correct answer = 1 point) 

 

a) ハリケーン（台風）の極方向の移動 

b) 赤道に向けての冷たい風の流れ 

c) 中緯度域での大気循環 

d) 中緯度域でのサイクロンの発達 

 

12. 一般的な気体では、温度低下により水への溶解度は上昇する。地球温暖化

は炭酸塩岩にどのような影響を与えるか？正しい表現を一つ選んで答えなさ

い。(Correct answer = 1 point) 
 

a) 石灰岩の溶解を促進するのみ。 

b) 炭酸塩岩すべての溶解を促進する。 

c) 炭酸塩岩の溶解や形成には影響がない。 

d) 炭酸塩岩の形成を促進する。 
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13. 下図はハワイ諸島‐天皇海山列の分布と火成岩の形成年代（単位：10
6
 年）

を示している。この分布をもとにすると、太平洋プレートの現在の平均移動

速度はどのくらいか。下の選択肢から適切な答えを１つ選びなさい。(Correct 

answer = 1 point) 

 

 

a)   6 cm/year 

b) 60 cm/year 

c)   3 cm/year 

d) 30 cm/year 
 

14. 大気中の CO2濃度が増加した結果として起こることとして正しいものをす

べて選びなさい。(EACH correct answer = 1 point; EACH wrong answer = -1 

point) 
 

a) 海洋における CaCO3の形成の低下 

b) 海洋における CaCO3の形成 

c) 海洋酸性化 

d) サンゴ礁の成長速度の上昇 
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15 –16. 以下の文章は太陽黒点に関するものである。以下の文章の空欄（15）

と（16）にあてはまる語句を下の語群からそれぞれ選び、その記号を答えな

さい。(Correct answer = 0.5 point) 
 

太陽黒点は、太陽表面で周囲より温度の低い部分である。太陽黒点の数は

一般的に(15)年周期で変化する。また、太陽黒点の数が多いとき、太陽の活

動度は(16)。 

 

語群: 

(a) 11    (b) 110     (c) 1100     (d) 低い     (e) 高い     (f) 一定 

 

文章中の空欄の番

号 

語群と一致する記号 

15  

16  
 

 

17. 太陽の直径は地球のそれの何倍か.    (Correct answer = 0.5 point): 

a) 約 100 倍 

b) 約 1,000 倍 

c) 約 10,000 倍  

d) 約 100,000 倍 

 

18. 下の図は中粒の砂岩を示している。  

図 1は水平の葉理（ラミナ）であり、図 2はリップルクロス葉理である。 

これらの堆積構造を説明する文を 1つ選べ。（正解；1ポイント） 

 

 
 

a) 堆積構造２をつくる水深は堆積構造１をつくる水深より深い。 

b) 堆積構造２は三角州でできた。 

c) 堆積構造１は水中を沈降する粒子で形成される。 

d) 堆積構造 1 は堆積構造 2に必要なそれと比較して速い水流を必要とす

る。 

 

 

 

2 1 



7 
 

19.次の図は 160,000 年分の大気中の二酸化炭素濃度、温度の推定値を示した

ものである。この図に関連する地質学的プロセスに関して正しい答えを

全て選べ。 (EACH correct answer = 1 point; EACH wrong answer = -1 point) 

 

 

a) 現在の高い CO2濃度は地球温暖化で主に引き起こされたものである。 

b)大気中の CO2濃度の増加に伴って、海洋酸性化は予想され、現在すでに

記録されている。 

c)大気中 CO2濃度が 220ppm 以下になったときに、極域で氷河が発達する。 

d)大陸における石灰岩の溶解は、12万年前よりも 2万年前の方が効果的で

あったと考えられている。 
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20. 図 Aと図 Bは海岸から大陸棚の堆積物の積み重なりの発達様式を示して

いる。 

Aと Bの積み重なりを形成するときの海面の上昇の速度と、堆積面上昇速

度のバランスを説明する答えを１つ選びなさい。（正答：1点） 

 
(Dune；砂丘、 Beach；海岸、Nearshore；沿岸、 Inner shelf；内側陸棚、 Outer shelf；外側陸

棚) 

 

a) 

Aの図中の地層の積み重なり（直線で囲まれた場所）：海面の上昇の速度＝

堆積面の上昇速度 

Bの図中の地層の積み重なり（直線で囲まれた場所）：海面の上昇の速度＜

堆積面の上昇速度 

 

b) 

Aの図中の地層の積み重なり（直線で囲まれた場所）：海面の上昇の速度＞

堆積面の上昇速度 

Bの図中の地層の積み重なり（直線で囲まれた場所）：海面の上昇の速度＝

堆積面の上昇速度 

 

c) 

Aの図中の地層の積み重なり（直線で囲まれた場所）：海面の上昇の速度＞

堆積面の上昇速度 

Bの図中の地層の積み重なり（直線で囲まれた場所）：海面の上昇の速度＜ 

堆積面の上昇速度 

 

 

 



9 
 

d) 

Aの図中の地層の積み重なり（直線で囲まれた場所）：海面の上昇の速度＜

堆積面の上昇速度 

Bの図中の地層の積み重なり（直線で囲まれた場所）：海面の上昇の速度＞

堆積面の上昇速度 

 

21. 太陽は_______に変化する核融合反応を起こす.     

(Correct answer = 0.5 point)   

a) ヘリウムから水素  

b) 水素からリチウム  

c) ヘリウムから炭素 

d) 水素からヘリウム 
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22. 下のハイドログラフは、ある特定の時刻からの経過時間に対して河川流量

を示したものである。cms は、”cubic meters per second”の略である。 

Fig (a)は、ほとんどの降水が起きた時刻と洪水の時間の典型的な差を示した

ものである。 

Fig.(b)では(a)と同じ降水量のときに時間差が小さくなっている。このよう

なことが起きた理由に関して正しいものを一つ選びなさい。(Correct answer = 

1 point). 

 
Runoff：流出水 

 

a) 上流での溜池の工事 

b) 暴風雨 

c) 都市化 

d) 集水域森林の回復 
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23. 石灰岩やチョークの形成の結果として正しく示しているものを選んで答え

なさい。 (Correct answer = 1 point) 
 

a) 水圏、大気において、CO2濃度が上昇する。 

b) 大気のみ CO2濃度が上昇する。 

c) 水圏、大気において、CO2濃度が下降する。 

d) 水圏のみ CO2濃度が上昇する。 

24. 下のグラフにおける緑の線はある海洋におけるクロロフィル濃度を示した

ものである。浅い深度（100ｍ程度まで）のところで高濃度になっていること

と関わりのあるものを下の表現の中から選んで答えなさい。 

(Correct answer = 1 point) 
 

 

a)  大気中 CO2濃度 

b)  太陽光と水 

c)  塩分 

d)  硝酸イオン、リン酸イオンの量 

 

25．地球システムと石灰岩やチョークの形成の相互関係に影響を与えないも

のとして正しいものを選びなさい。 

(EACH correct answer = 1 point; EACH wrong answer = -1 point) 
 

a) 地圏、大気、水圏、生物圏 

b) 地圏、大気、水圏のみ 

c) 生物圏、水圏、地圏のみ 

d) 生物圏、大気、地圏のみ 
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26. 太陽の表面の平均温度はいくらか。（正答＝0.5点） 

a) 3750°C  

b) 4750°C  

c) 5750°C   

d) 6750°C  

e) 7750°C  

 

27 – 40. （太陽系に関する）次の文章には、番号を付した空欄があります。空

欄にあてはまるものを、下の語群から選んで記号を答えなさい。（正答１つ

につき＝0.5点） 

 4つの太陽系の内側に位置する惑星－水星、金星、地球、火星―は、

（ 27 ）と呼ばれ、（ 28 ）や（ 29 ）で構成されています。4つの

外側に位置する惑星は（ 30 ）です。木星と土星は（ 31 ）で、主な組

成は（ 32 ）と（ 33 ）です。天王星と海王星は（ 34 ）で、主な組

成は、（ 35 ）、（ 36 ）、（ 37 ）です。 

 太陽系にはおもに（ 38 ）と（ 39 ）の間に（ 40 ）と呼ばれる小

天体もある。 

語 群 

a)岩石 m) 巨大氷惑星 

（複数形） 

b)巨大氷惑星（原

文：単数形） 

n) 散乱ディスク 

c) メタン o) 水 

d) 火星 p) 金星 

e) 海王星 r) 土星 

f) カイパーベルト s) アンモニア 

g) 金属 t) 地球 

h) 水素 u) 天王星 

i) ヘリウム v) 巨大ガス惑星 

j) 巨大惑星 w) 小惑星帯 

k) 水星 x) 岩石惑星 

l) 木星 y) 微惑星 

 

文章中の空欄番号 一致する語の記号 

27  

28  

29  

30  

31  

32  

33  

34  

35  
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36  

37  

38  

39  

40  

 

41. 地球の炭素貯留部のサイズとして、下の選択肢のうちのどれが正しいか。

（正答＝１点） 
 

a) 大気圏（最大） 

 生物圏 

   水圏 

   岩石圏（最小） 

 

b) 大気圏（最大） 

 生物圏 

   岩石圏 

   水圏（最小） 

 

c) 生物圏（最大） 

 大気圏 

   岩石圏 

   水圏（最小） 

 

d) 岩石圏（最大） 

 大気圏 

   生物圏 

   水圏（最小） 

 

e) 岩石圏（最大） 

 水圏 

   生物圏 

   大気圏（最小） 

 

42. 海洋において炭酸塩が堆積する条件について、次の文のうち正しいものは

どれか。（正答＝1 点） 
 

 a) 炭酸塩堆積物の形成は生物の呼吸により促進される 

b) 急速な光合成にふさわしい条件下で海洋中の炭酸塩の堆積は比較的盛んである 

c) 海洋炭酸塩堆積物は大陸の石灰岩の侵食が主な起源である 

d) 炭酸塩堆積作用は温暖な海洋で比較的盛んである 
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43. 自然界で起こりえない道筋は図の１～７のうちどれか。（正答＝1点） 

 

a) 1 

b) 2 

c) 3 

d) 4 

e) 5 

f) 6 
g) 7 

 
Weathering, transportation and deposition 風化、運搬、堆積 

Cementation and compaction 膠結（セメント）作用と圧密作用 

Cooling and solidification 冷却と固化 

Heat and pressure 熱と圧力 

Melting  溶融 

 

44. 山脈を歩いているときに、石灰岩層中に太古の礁を見つけました。この野

外観察に基づいた結論として、次のどれがふさわしいですか。（正答＝1 点） 

 
 a) この地域は太古の深い海洋底であったようである 

b) この地域は比較的温暖な海域の大陸棚であったようである 

c) この地域は比較的寒冷な海域の大陸棚であったようである 

d) この地域は砕屑物質が累積していた昔の大陸斜面であったようである 
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45 - 47. 下に示す写真で色の濃いところは所々に火成岩の貫入がある広域変成岩

で、明るい色の部分は石灰岩、苦灰岩（ドロマイト）、チョーク及びチャート

である。問題番号 45,46,47 はこの写真に関係するものである。 
 

. 

45.  岩石構成ユニットの出現の仕方として、下に示す構造のうち最もそれら

しいものを 1つ選べ。（正しい答えを複数選べ。誤った答えは１ポイント） 

 a)向斜 

 b)背斜 

 c)ホルスト（地塁） 

 d)グラーベン（地溝） 

46. この地域の地質過程は何か？正しい答えをすべて選べ。（それぞれ正しい

答えは１ﾎﾟｲﾝト、誤った答えはそれぞれ―１ポイント）   

a) 堆積作用 

 b) 変成作用 

 c) 火山噴火 

 d) マグマ貫入 

 e) 侵食作用 

 f) 化学的風化 

 g) 石化作用 

 h) 溶融 

 i) 埋没作用 

 j) 隆起 

47. この地域の地質過程の順番の記載が最もふさわしいものを以下から選べ。 

a) 変成作用，侵食作用，マグマ貫入，堆積作用，侵食作用 

b) 変成作用，マグマ貫入，侵食作用，堆積作用，侵食作用 

c) 変成作用，堆積作用，マグマ貫入，侵食作用 

d) 変成作用，マグマ貫入，火山噴火，堆積作用，侵食作用 
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48. 下のグラフは大気中の CO2濃度と太平洋の海水中の pHを表現したものであ

る。計測は 1990年から 2008年のハワイで行われたものである。 

 このグラフに基づき以下のリストに挙げた文より正しいものをすべて（複数有）

選べ。（それぞれ正しい答えは１ﾎﾟｲﾝト、誤った答えはそれぞれー１ポイント） 
 

 
 

a) pHが増加したとき、CO2は海から大気へ放出される。 

b) 地球規模の温暖化は大気中の CO2濃度の増加や海水の酸性度が増加

するためである。 

c) 大気中の CO2 濃度が増加したとき，CO2 ガスが海水中に入っていき，

海水はより酸性度が高くなる。 

d) 大気中の CO2濃度が増加し，海水の pHが一定だとすると地球規模の

温暖化はより早くなされるようになる。 

e) 大気中の CO2 濃度が増加し，海水の pHが一定だとすると地球規模の

温暖化はより遅くなされるようになる。 

f) 大気中の CO2濃度の増加はサンゴ礁に悪影響を与える。 

g) 大気中の CO2濃度の年変化は生物活動の結果である。 

h) 大気中の CO2濃度の増加に対する一般的な説明は人間活動，特にそ

のほとんどが化石燃料の燃焼と森林火災である。 

i) 大気中の CO2データは太平洋の変化だけに代表されていることが示さ

れている。 
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49. 生命が出現した最初の証拠となる岩石の年代はいくらか。(Correct answer 

= 0.5 point): 

 

a) 約 380×10
6年前 

b) 約 550×10
6年前 

c) 約 3.8×10
9年前 

d) 約 4.6×10
9年前 

 

50. 太古代の原始大気において、二酸化炭素濃度におこる変化として適切な記

述を下からすべて選びなさい。 (EACH correct answer = 1 point; EACH wrong 

answer = -1 point): 

a) 生命の出現とともに増加した 

b) 光合成生物の出現によって減少した 

c) 生物により炭酸カルシウムが形成されるので減少する 

d) 生物により炭酸カルシウムが形成されるので増加する 

e) 造岩鉱物が風化されるので減少する 

f) 造岩鉱物が風化されるので増加する 

 

51 - 52. 以下の文章は太陽に関するものである．以下の文章の空欄(51)と(52)

にあてはまる語句を下の語群からそれぞれ選び、その記号を答えなさい。 

(Correct answer = 0.5 point) 

 

太陽は荷電粒子、すなわち（51）を数（52）km/s の速度で放出する。 
 

語群: 

a)コロナ 

b)太陽風  

c)太陽フレア 

d)十 

e)百 

f)千 

g)万 

 

文章中の空欄の

番号 

語群の記号 

51  

52  
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53 – 56. 化石燃料に関係している次の文章には、（５３）～（５６）の空欄が

ある。空欄に当てはまる語句を、下の語群から正しいものを１つずつ選びな

さい。 

 

（５３）の化石は海中にいて、（５４）に由来するエネルギーを使って、

（５５）を生産した。この生物は太古代（始生代）の海に（５６）を作った。 

語群 

ａ）シアノバクテリア 

ｂ）バージェス頁岩 

ｃ）酸素 

ｄ）腕足動物 

ｅ）動物性プランクトン 

ｆ）ニッケル鉱石 

ｇ）光合成 

ｈ）三葉虫 

ｉ）ウラン鉱石 

ｊ）ストロマトライト 

ｋ）窒素 

ｌ）縞状鉄鉱層 

ｍ）ウミユリ 

 

文章中の空欄の

番号 

語群中の一致する語 

53  

54  

55  

56  

 

 

57. 長石類の風化の傾向について述べた文として正しいのはどれか。（正答１

つ＝1点、誤答 1つ＝－１点） 

 

a) 大気中の CO2 量の減少 

b) 大気中の CO2 量の増加 

c) 海洋の酸性化の強化 

d) 海洋の酸性化の制限 

e) 炭酸カルシウム形成の増加 

f) 炭酸カルシウム形成の減少 
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58 – 59. 以下の断面図は砂漠の段丘を表している。段丘は年代が調べられ、そ

の時代は図中に表現されている。 

問題 59と 59はこの図に関係している。 

58. より古い段丘の堆積速度はどれくらいか。（正答は 1ポイント） 

a) 1000年で 1m 

b) 100年で 1m 

c) 300年で 1m 

d) 1000年で 3m 

 

59. 谷の下方侵食の理由はどれか。正答を選びなさい。（正答は 1ポイント、

誤答は－1ポイント） 

a) 侵食基準面の変化 

b) 気候の乾燥化 

c) 気候の湿潤化 

d) 時間の経過とともに流域（盆）の変化 
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60 – 67. 地球の初期進化に関係している次の文章には、（６０）～（６７）の

空欄がある。空欄に当てはまる語句を、下の語群から正しいものを１つずつ

選びなさい。（正答＝0.5点） 

 

原始太陽系星雲の付加によって、地球は（６０）年前に形成された。初期の

地球は表面から、中心部まで（６１）いて、重い（６２）は沈み、（６３）

の形成へつながった。表面は（６４）で覆われ、火山ガスの放出によって、

酸素が（６５）原始大気が誕生した。地球が冷え、表面に海を伴った地殻を

形成した。これは、（６６）の始まりのことで、地球史の中で、この時代は、

（６７）期間を占めている。 

 

語群: 

a) 水素   l) 鉄   

b) 酸素   m) マントル  

c) 還元的な   n) 核   

d) 窒素   o) マグマオーシャン  

e) 水   p) プレートの組  

f) 460 x 10
6
    q) 十分にある 

g) 4.6 x 10
9
      r) ない  

h) 46 x 10
9
       s) 最短の   

i) 固体   t) 最長の  

j) 融解されて   u) カンブリア紀   

k) 珪素    v) 先カンブリア時代 

 

文章中の空欄の

番号 

語群中の一致する語 

60  

61  

62  

63  

64  

65  

66  

67  

 


